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市立浦和高等学校の生徒が考案した 

バックボードとラジオＣＭで本市をＰＲします！ 

 
 若年層に対する本市の魅力発信を強化するため、市立浦和高等学校の生徒と連携し、

フォトスポットとして活用できるバックボードや生徒自らナレーションしたラジオＣ

Ｍを制作しました。 
 
 
１ 制作物の概要 

【市の魅力ＰＲバックボード】 

市立浦和高等学校美術部の生徒がデザイ

ンを考案したバックボードです。 

３月２７日(月)１０時から、市役所正面

玄関に設置します。また、今後市内で開催

されるイベント会場での展示も予定して

います。 

 

 

【市ＰＲラジオＣＭ】 

市立浦和高等学校放送部の生徒が原稿作成を担当した２０秒のラジオＣＭです。 

① ３月２８日(火) 朝７時５９分頃～ 「さいたま市の魅力 教育 女性編」 

② ４月４日(火)   朝７時５９分頃～ 「さいたま市の魅力 教育 男性編」 

③ ４月１１日(火) 朝７時５９分頃～ 「さいたま市の魅力 鉄道博物館編」 

ＦＭ ＮＡＣＫ５（７９．５ＭＨｚ）で放送します。その後は不定期で放送します。 

※①・②は市立浦和高等学校放送部の生徒によるナレーションで、③はプロのナレー

ターの方によるナレーションです。 

 

２ 生徒からのコメント 

【バックボード制作】 
バックボードデザインを考案した美術部の三輪さん 
＜どのような思いを込めてデザインを考案したか＞ 

さいたま市は交通網や物流が発展していたり、スポーツで一丸となっていたりす

るイメージがあるので、風船が空に飛んでいく様子で「発展」を、区の花で花束を作
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ることで、区同士の「つながり」を表現しました。 
 

【ラジオＣＭ制作】 
ラジオＣＭ①のナレーションを担当した放送部の伊藤さん 
＜工夫した点＞ 
1 番気をつけたのは不自然にならないようにしたところです。その上で、できる限り声

が暗くならないように気をつけて喋りました。 
 
ラジオＣＭ②のナレーションを担当した放送部の萩原さん 
＜工夫した点＞ 
CM なのでゆっくり明るく読むように心がけました。 
 
ラジオＣＭ③の原稿作成を担当した放送部の実方さん 
＜どのような思いを込めて原稿を作成したか＞ 
さいたま市の魅力の一つである鉄道博物館の魅力について、短い中でも分かりやすく

伝わるように作成しました。 
 
 
 
【バックボードのお披露目をします】 

バックボード・ラジオＣＭ制作に協力いただいた生徒の皆さんにも参加いただき、

バックボードのお披露目を行います。 
取材を希望する場合は、３月２４日（金）１５時までにご連絡ください。 

 
日時：令和５年３月２７日（月） １０時～ 
場所：市役所正面玄関 

 


